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公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会（会長：森 和之 以下、JPC）は、国際パラリンピッ

ク委員会（IPC）公認教材『I‘mPOSSIBLE』日本版の改訂版を本日WEB上で公開致しましたので、お知らせいた

します。 

 

東京 2020 パラリンピック競技大会（以下、「東京 2020 大会」）に向け、国内の学校でのパラリンピック教育を推

進するために制作された『I’mPOSSIBLE』日本版ですが、東京 2020 大会を経て、改めてパラリンピックを題材

とした共生社会を学ぶための教材として生まれ変わりました。 

大会閉会式の 1年後となる 9月 5日からは、改訂が完了したものから改訂版が公開され、2022年末までに、

すべてのユニットの改訂版を公開する予定となっています。 

 

最小限のご準備で授業を行っていただけるよう工夫され、改訂版では東京２０２０パラリンピック競技大会の写真

が盛り込まれるなど、共生社会を考えるためのヒントがより多く含まれました。 

 

 

JPC 『I’mPOSSIBLE』日本版 プロジェクトマネージャー マセソン美季 コメント 

「東京 2020 大会のレガシー創成期に入った今、パラリンピックを通じ、共生社会を目指そうという歩みを止めず

継続していくことが、大変重要です。より良い未来づくりのために本教材をより多くの学校で活用いただけること

に期待しています。」 

 

 

 

  

国際パラリンピック委員会（IPC）公認教材 

『I‘m
ア イ ム

POSSIBLE
ポ ッ シ ブ ル

』日本版 

（パラリンピックを題材とした共生社会を学ぶための教材）  

改訂版の公開について 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

（公財）日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会 企画広報部  黒田・藤沢  

E-ｍａｉｌ：jpcjpsa-media@parasports.or.jp 

mailto:jpcjpsa-media@parasports.or.jp


 

 
 

 

 

 

 

『I’mPOSSIBLE』日本版は、国際版教材の内容をもとに、日本の教育現場での活用のしやすさを考慮して、JPC

と日本財団パラスポーツサポートセンターが公益財団法人ベネッセこども基金の協力のもと共同で開発し、国内で

の普及活動を展開しました。現在は JPCが教材の普及活動を行っています。 

パラリンピックの歴史やスポーツを学ぶだけでなく、パラリンピックを題材にして、共生社会を実現するための考え

方を学ぶことができる教材で、2022年 9月 5日より、随時改訂版が発表されています。 

従来教材は製本され、全国 36,000 の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等の学校のほか、全国の教育委

員会にも無償で送付されていましたが、東京2020パラリンピック競技大会終了後は、JPCの『I’mPOSSIBLE』

日本版ポータルサイトでダウンロードして使用できるようになっています。 
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指導案、教師用授業ガイド、映像資料、ワークシート等のダウンロード→       

https://www.parasports.or.jp/paralympic/iampossible 

ユニット１－１ 児童・生徒用ワークシート 

「パラリンピックってなんだろう？」 

東京スペシャル 授業用シート 

「東京2020パラリンピックのレガシー

について考えてみよう！」 

ユニット１－１ 授業用シート 

「パラリンピックってなんだろう？」 

改訂版教材 

 

資料 

『I’mPOSSIBLE』日本版とは 

https://www.parasports.or.jp/paralympic/iampossible


 

 
 

 

〈教材一覧〉 

＊黄色マーカー：9/5改訂教材（今後順次改訂予定） 

  「東京 2020パラリンピックのレガシーについて考えてみよう！」は先行して 8/24に改訂されました。 

 


